
概要
自作キーボード XD75re

自作キーボード 2 Runner3680

のビルド環境、手順

VMWare Player を使う場合
VMWare の Linux を使う場合は、ビルドは Docker を使うほうが楽。
キーボードへの flash もそのままコマンドからできるはず。
以下ビルドコマンドの例

 ./util/docker_build.sh xd75:funa:dfu
 ./util/docker_build.sh xiudi/xd75:funa:dfu
 ./util/docker_build.sh runner3680:funa:avrdude
 ./util/docker_build.sh omkbd/runner3680:funa:avrdude

WSL を使う場合
ビルドは Docker を使って書き込みは QMK Toolbox を使う。
QMK Toolbox はインストール不要だが、設定ファイルは AppData\Local\QMK に保存される。
特にデバイスドライバ等はインストール不要で、キーボードをフラッシュ可能な状態にすると
flash ボタンがアクティブになる。
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https://blue-red.ddo.jp/~ao/wiki/wiki.cgi?page=%BC%AB%BA%EE%A5%AD%A1%BC%A5%DC%A1%BC%A5%C92+Runner3680
https://github.com/qmk/qmk_toolbox/releases
https://blue-red.ddo.jp/~ao/wiki/wiki.cgi?page=%BC%AB%BA%EE%A5%AD%A1%BC%A5%DC%A1%BC%A5%C9+XD75re
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